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健康の喜びを感じて
　9 月 10 日、本市総合競技場で、60 歳以上の方のスポーツ
と文化の祭典「ねんりんピック」マラソン競技が、「かづのター
トルマラソン」とともに開催されました。（関連記事は11ページ）



―

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興―

　
鹿
角
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
鹿

角
市
体
育
指
導
員
）
に
任
命
さ
れ
て

以
来
40
年
間
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
長
き
に
わ
た
り
野
球
や
ス
キ
ー
な
ど
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ニュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
２
月
に
設
立
さ

れ
た
十
和
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
務
め
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
も
大
き
く
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
昭
和

61
年
に
秋
田
県
体
育
指
導
員
協
議
会

功
労
者
表
彰
、
平
成
５
年
に
東
北
地

区
体
育
指
導
員
協
議
会
功
労
者
表
彰
、

平
成
７
年
に
全
国
体
育
指
導
員
協
議

会
功
労
者
表
彰
、
平
成
12
年
に
文
部

大
臣
体
育
指
導
員
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

表彰式は10月31日火開催

文化功労者表彰２氏、一般表彰２氏、
特別表彰２団体が受賞

※「文化功労者表彰」 本市の文化の向上発展に貢献したその功績が卓絶であった方
※「一般表彰」 産業または経済の振興、保健衛生の向上などに関し、著しい功労のあった方
※「特別表彰」 業績および功績が顕著であった方

平成29年 鹿角市表彰
市の発展に貢献された４氏２団体を表彰

市では、市の発展や文化の向上、産業や社会福祉などの分野で
功績のあった方に対し表彰を行っています。

文
化
功
労
者
表
彰

き
む
ら 

し
ろ
う

木
村 

鵄
郎
さ
ん
（
76
）

―

教
育
文
化
の
向
上―

　
昭
和
37
年
の「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田

第
26
団
少
年
隊
」の
発
団
以
来
、指
導
者

と
し
て
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
始
め
、地
域
の
奉

仕
活
動
や
花
壇
整
備
活
動
な
ど
の
社
会

教
育
の
普
及
に
努
め
、子
供
た
ち
の
自
主

性
や
協
調
性
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
育

み
、多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、平
成
18
年
１
月
に
花
輪
地
域
づ

く
り
協
議
会
副
会
長
、同
年
４
月
か
ら
は

会
長
に
就
き
、平
成
26
年
４
月
ま
で
務
め

ら
れ
ま
し
た
。地
域
を
生
か
す
た
め
の
活

動
を
第
一に
掲
げ
、「
サ
タ
ち
び
っ
」や「
大

人
の
放
課
後
倶
楽
部
」な
ど
の
取
り
組
み

を
通
じ
、社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、平
成
12

年
に
は
文
部
大
臣
社
会
教
育
功
労
者
表

彰
を
受
賞
、平
成
27
年
秋
の
叙
勲
で
は
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
功
労
者
表
彰

や
す
だ 

た
か
し

安
田 

孝
司
さ
ん
（
79
）

―

果
樹
の
振
興―

　
果
樹
の
新
し
い
栽
培
技
術
に
率
先
し
て
取

り
組
み
、平
成
６
年
か
ら
現
在
ま
で
鹿
角
市
認

定
農
業
者
、平
成
14
年
か
ら
27
年
ま
で
秋
田

県
指
導
農
業
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　「
か
づ
の
北
限
の
桃
」は
、平
成
５
年
の
有

志
に
よ
る
研
究
が
今
日
の
栽
培
拡
大
に
至

る
発
端
で
あ
り
、そ
の
研
究
会
設
立
の
先
導

的
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。平
成
14
年
に

は
、果
樹
の
オ
ー
ナ
ー
制
度「
ク
ロマン
タ
倶
楽

部
」を
設
立
し
、も
ぎ
取
り
体
験
な
ど
、体

験
型
農
業
の
さ
き
が
け
と
し
て
、グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
模
範
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
元
小
学
生
の
農
業
体
験
学
習

や
新
規
就
農
を
目
指
す
研
修
生
を
受
け

入
れ
、地
域
の
担
い
手
育
成
に
も
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、平
成
27

年
に
ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産
大
賞
担
い

手
部
門
大
賞
、平
成
28
年
に
大
日
本
農
会

緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
表
彰

さ
と
う 

は
じ
め

佐
藤

　一 

さ
ん
（
68
）

―

地
方
自
治
の
振
興―

　
昭
和
47
年
か
ら
63
年
ま
で
鹿
角
市
体

育
指
導
員
と
し
て
、
平
成
19
年
か
ら
27

年
ま
で
八
幡
平
体
育
協
会
会
長
と
し
て
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
17
年
ま

で
、
鹿
角
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

と
し
て
円
滑
な
公
民
館
運
営
に
尽
力
さ

れ
、
平
成
17
年
か
ら
27
年
ま
で
は
、
八
幡

平
地
域
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
２
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
鹿
角
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
と
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
は
委
員
長

と
し
て
、
現
在
も
適
正
・
公
平
な
審
査

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
多
く
の
行
政
に
関
係
す
る
役
職

を
歴
任
さ
れ
、
市
政
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

一
般
表
彰

さ
い
と
う 

か
ず
の
り

齊
藤 

策
德
さ
ん
（
71
）

―

民
俗
芸
能
の
振
興―

　
昭
和
50
年
、花
輪
ば
や
し
の
運
営
統
括

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、以
来
祭
典
の
運
営
、

保
存
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

奉
納
さ
れ
る
祭
礼
囃
子
の
継
承
の
た
め
、

年
間
を
通
じ
た
講
習
会
な
ど
の
後
継
者

育
成
活
動
や
世
代
を
超
え
た
多
く
の
人
々

と
の
対
話
と
交
流
の
促
進
に
よ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
花
輪
ば
や
し
は
、昭
和
53
年
の
秋
田
県

無
形
民
俗
文
化
財
指
定
を
皮
切
り
に
、平

成
26
年
に「
花
輪
祭
の
屋
台
行
事
」と
し

て
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
、平
成
28
年
12
月
に
は「
山・鉾・屋
台

行
事
」の
構
成
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
表
彰

は
な
わ

　
　
　 

さ
い
て
ん
い
い
ん
か
い

花
輪
ば
や
し
祭
典
委
員
会

―

地
域
防
災
の
推
進―

　
平
成
16
年
に
尾
去
沢
蟹
沢
地
区
で
結

成
さ
れ
、毎
年
９
月
第
２
日
曜
日
を「
地
域

防
災
の
日
」と
位
置
づ
け
、地
域
ぐ
る
み
の

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
使
用
訓
練
や
土
の
う
製

作
訓
練
は
、後
の
火
災
の
延
焼
拡
大
を
防

止
し
、平
成
19
年
の
豪
雨
災
害
時
に
家
屋

の
床
下
浸
水
を
防
ぐ
な
ど
、被
害
の
軽
減

に
結
び
つ
き
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、主
に
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
防
災
の
寸
劇
を
披

露
す
る
な
ど
、特
色
あ
る
活
動
を
行
って
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、平
成
26

年
に
防
災
功
労
者
担
当
大
臣
表
彰
、平
成

28
年
に
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
表
彰

が
に
さ
わ
じ
し
ゅ
ぼ
う
さ
い
か
い

蟹
沢
自
主
防
災
会
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昭
和
50
年
、花
輪
ば
や
し
の
運
営
統
括

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、以
来
祭
典
の
運
営
、

保
存
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

奉
納
さ
れ
る
祭
礼
囃
子
の
継
承
の
た
め
、

年
間
を
通
じ
た
講
習
会
な
ど
の
後
継
者

育
成
活
動
や
世
代
を
超
え
た
多
く
の
人
々

と
の
対
話
と
交
流
の
促
進
に
よ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
花
輪
ば
や
し
は
、昭
和
53
年
の
秋
田
県

無
形
民
俗
文
化
財
指
定
を
皮
切
り
に
、平

成
26
年
に「
花
輪
祭
の
屋
台
行
事
」と
し

て
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
、平
成
28
年
12
月
に
は「
山・鉾・屋
台

行
事
」の
構
成
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
表
彰

は
な
わ

　
　
　 

さ
い
て
ん
い
い
ん
か
い

花
輪
ば
や
し
祭
典
委
員
会

―

地
域
防
災
の
推
進―

　
平
成
16
年
に
尾
去
沢
蟹
沢
地
区
で
結

成
さ
れ
、毎
年
９
月
第
２
日
曜
日
を「
地
域

防
災
の
日
」と
位
置
づ
け
、地
域
ぐ
る
み
の

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
使
用
訓
練
や
土
の
う
製

作
訓
練
は
、後
の
火
災
の
延
焼
拡
大
を
防

止
し
、平
成
19
年
の
豪
雨
災
害
時
に
家
屋

の
床
下
浸
水
を
防
ぐ
な
ど
、被
害
の
軽
減

に
結
び
つ
き
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、主
に
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
防
災
の
寸
劇
を
披

露
す
る
な
ど
、特
色
あ
る
活
動
を
行
って
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、平
成
26

年
に
防
災
功
労
者
担
当
大
臣
表
彰
、平
成

28
年
に
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
表
彰

が
に
さ
わ
じ
し
ゅ
ぼ
う
さ
い
か
い

蟹
沢
自
主
防
災
会

2017年 10月号3 KAZUNO CITY



10月28日土限定で４地区の文化祭を
循環するシャトルバスが運行されます。

時刻表（出発時刻） ※▲印＝降車のみ。乗車はできません。

地区文化祭
八幡平

尾去沢

十和田

花輪
10月27日金～10月29日日

　社会教育や生涯学習の活動成果を発表する場として、十和田・花輪・八幡平・尾去沢の４つの市民セン
ターで、地区文化祭が開催されます。
　市民センターで活動する団体・サークルや個人の作品展示を中心に、園児や小中学生の作品展、芸能発表
など、各地区で特色ある催しが行われます。作品を見て、触れて、体験してみましょう。入場は無料ですので、お
気軽にお越しください。皆様のご来場をお待ちしています。

　文化祭の日程・内容などは各市民セ
ンターにより異なります。詳しくは「市民
センターだより」または「プログラム」をご
覧になるか、各協議会へお問い合わせ
ください。なお、文化祭期間中は駐車場
が混みますので、来場の際はシャトルバ
スや公共交通機関をご利用ください。

八幡平文化祭

昨年好評につき今年も八幡平在住の画家、高橋親志氏が一押
しする「絵画コレクション」を展示します。貴重な絵画をご鑑賞
ください。

新しい市民センターとなり2年目の文化祭では、体育場を活用
した見やすい作品展示場と食堂やバザーなど内容盛りだくさ
んです。今年も芸能発表会の後に抽選会を行いますので、ぜひ
お誘い合わせの上、ご来場ください。

講師の川又美智子先生のご指導
のもと、「礼に始まり礼で終わる。和
と輪を重んじ楽しく稽古をする」を
モットーに日々、稽古に励んでいま
す。皆様の前で踊れるのを楽しみに
していますので、ぜひご覧ください。

高橋親志「絵画コレクション２」

浅石　十三さん
（明扇流華の会　踊り教室）

10月27日金 9時～17時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～16時

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

尾去沢市民センターまつり

昨年逝去された写真家、富樫正一氏の遺作を集めた写真展。
尾去沢鉱山の様子や、当時の人々の暮らしが数多く写真に残
されています。ぜひご覧ください。

メイン展示の写真展のほか、各講座や同好会、子どもたちに
よる作品や個人の作品も展示されます。農産物の直売所や毎
年好評を博している食堂、体験コーナーもありますので、ぜ
ひご来場ください。

手芸同好会は現在１６人で活動
しており、それぞれが自由に作
品を作っています。皆様に喜ん
で見てもらえるような作品にし
たいと思っていますので、ご来
場をお待ちしております。

富樫正一遺作展「懐かしの我がふるさと」

石井　タヨさん
（手芸同好会）

10月27日金 9時～18時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～15時

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

※市民センターおよび体育場は10月20日金から30日月まで全館貸し出し
休止となります。

問八幡平地域づくり協議会 ☎32－2029

※市民センターは10月23日月から30日月まで全館貸し
出し休止となります。

問尾去沢市民センター協議会 ☎23－2553

 －　 －　 9:00 9:30
 9:00 9:30 10:00 10:30
 10:10 10:40 11:10 12:00
 11:10 11:40 12:30 13:00
 12:40 13:10 13:40 14:10
 13:40 14:10 14:40 15:10
 14:50 15:20 15:50 ▲16:20
 15:50 ▲16:20 ▲16:50 ▲17:20
    （終点）

 ▲17:00 ▲17:30 －　 －　  （終点）

十和田
市民センター コモッセ 尾去沢

市民センター
八幡平

市民センター

無料シャトルバスのご案内

ト　ミ

十和田地区文化祭

斧折樺（おのおれかんば）という堅い落葉高木を使った木工品を展示しま
す。中でも宮内庁御用達の靴べらスタンドセットは、なめらかで美しいフォ
ルム（姿）で使いやすいと好評です。そんな職人技の作品をご覧ください。

日頃の活動で制作した作品展示のほか、芸能発表でのしっとりとまとめ
た舞踊や躍動感あふれる園児の遊戯など、十和田地区ならではの文化
祭ですので、ぜひご来場ください。芸術文化事業では、大人の吹奏楽演
奏団体「上津野ウインドアンサンブル」が迫力ある演奏を披露します。

「バレエをもっと身近なものに」とい
う思いを込めて、日々活動に励ん
でいます。地域の皆様とともに当日
は楽しい舞台を作りたいと思いま
すので、たくさんの温かい拍手と応
援をよろしくお願いします。

アートフォルム　橋野浩行氏 工芸品展示

竹澤　茜さん
（アカネバレエスタジオ）

10月27日金 9時～17時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～16時

10月27日金 9時～17時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～16時

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

花輪市民センターまつり

地域の皆様に気軽に芸術文化に親しんでいただくため、鹿角市所蔵
の美術品を展示します。この機会に貴重な作品をご鑑賞ください。

日頃、市民センターで活動しているサークルや団体の作品を展示
します。文化ホールでは花輪高校、十和田高校の美術展、こもれび
広場では「まるごとマルシェ」、屋外では産直の新鮮野菜や食堂、
模擬店など盛り沢山です。ぜひご家族そろってお越しください。

“絵手紙は心のキャッチボール”を
キャッチフレーズに小組（サークル）を
はじめて15年。現在小物づくり・布
ぞうりも加わり、月２回の例会は誰と
でも気兼ねなく、みんなで教えあい
和気あいあいと楽しんでいます。

 鹿角市所蔵美術品
「勝平得之版画展と知られざるコレクション」

成田　洋子さん
（絵手紙・小物作り・布ぞうり小組）

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

※市民センターおよび体育場は10月23日月から30日月まで
一部貸し出し休止となります。

問十和田地域づくり協議会 ☎35－3045

※市民センターは10月23日月から10月30日月17時まで全館貸し出し休止
となります。また、期間中は駐車場が一方通行となります。

問花輪地域づくり協議会 ☎23－3351

10月29日日12時開演～16時頃

10月28日土 13時30分～15時頃

芸能発表会

芸術文化事業

（上津野ウインドアンサンブル演奏会）

10月29日日 13時開演
芸 能 発 表 会

11月12日日 13時開演

尾去沢地区芸能
フェスティバル

地区
文化祭
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10月28日土限定で４地区の文化祭を
循環するシャトルバスが運行されます。

時刻表（出発時刻） ※▲印＝降車のみ。乗車はできません。

地区文化祭
八幡平

尾去沢

十和田

花輪
10月27日金～10月29日日

　社会教育や生涯学習の活動成果を発表する場として、十和田・花輪・八幡平・尾去沢の４つの市民セン
ターで、地区文化祭が開催されます。
　市民センターで活動する団体・サークルや個人の作品展示を中心に、園児や小中学生の作品展、芸能発表
など、各地区で特色ある催しが行われます。作品を見て、触れて、体験してみましょう。入場は無料ですので、お
気軽にお越しください。皆様のご来場をお待ちしています。

　文化祭の日程・内容などは各市民セ
ンターにより異なります。詳しくは「市民
センターだより」または「プログラム」をご
覧になるか、各協議会へお問い合わせ
ください。なお、文化祭期間中は駐車場
が混みますので、来場の際はシャトルバ
スや公共交通機関をご利用ください。

八幡平文化祭

昨年好評につき今年も八幡平在住の画家、高橋親志氏が一押
しする「絵画コレクション」を展示します。貴重な絵画をご鑑賞
ください。

新しい市民センターとなり2年目の文化祭では、体育場を活用
した見やすい作品展示場と食堂やバザーなど内容盛りだくさ
んです。今年も芸能発表会の後に抽選会を行いますので、ぜひ
お誘い合わせの上、ご来場ください。

講師の川又美智子先生のご指導
のもと、「礼に始まり礼で終わる。和
と輪を重んじ楽しく稽古をする」を
モットーに日々、稽古に励んでいま
す。皆様の前で踊れるのを楽しみに
していますので、ぜひご覧ください。

高橋親志「絵画コレクション２」

浅石　十三さん
（明扇流華の会　踊り教室）

10月27日金 9時～17時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～16時

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

尾去沢市民センターまつり

昨年逝去された写真家、富樫正一氏の遺作を集めた写真展。
尾去沢鉱山の様子や、当時の人々の暮らしが数多く写真に残
されています。ぜひご覧ください。

メイン展示の写真展のほか、各講座や同好会、子どもたちに
よる作品や個人の作品も展示されます。農産物の直売所や毎
年好評を博している食堂、体験コーナーもありますので、ぜ
ひご来場ください。

手芸同好会は現在１６人で活動
しており、それぞれが自由に作
品を作っています。皆様に喜ん
で見てもらえるような作品にし
たいと思っていますので、ご来
場をお待ちしております。

富樫正一遺作展「懐かしの我がふるさと」

石井　タヨさん
（手芸同好会）

10月27日金 9時～18時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～15時

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

※市民センターおよび体育場は10月20日金から30日月まで全館貸し出し
休止となります。

問八幡平地域づくり協議会 ☎32－2029

※市民センターは10月23日月から30日月まで全館貸し
出し休止となります。

問尾去沢市民センター協議会 ☎23－2553

 －　 －　 9:00 9:30
 9:00 9:30 10:00 10:30
 10:10 10:40 11:10 12:00
 11:10 11:40 12:30 13:00
 12:40 13:10 13:40 14:10
 13:40 14:10 14:40 15:10
 14:50 15:20 15:50 ▲16:20
 15:50 ▲16:20 ▲16:50 ▲17:20
    （終点）

 ▲17:00 ▲17:30 －　 －　  （終点）

十和田
市民センター コモッセ 尾去沢

市民センター
八幡平

市民センター

無料シャトルバスのご案内

ト　ミ

十和田地区文化祭

斧折樺（おのおれかんば）という堅い落葉高木を使った木工品を展示しま
す。中でも宮内庁御用達の靴べらスタンドセットは、なめらかで美しいフォ
ルム（姿）で使いやすいと好評です。そんな職人技の作品をご覧ください。

日頃の活動で制作した作品展示のほか、芸能発表でのしっとりとまとめ
た舞踊や躍動感あふれる園児の遊戯など、十和田地区ならではの文化
祭ですので、ぜひご来場ください。芸術文化事業では、大人の吹奏楽演
奏団体「上津野ウインドアンサンブル」が迫力ある演奏を披露します。

「バレエをもっと身近なものに」とい
う思いを込めて、日々活動に励ん
でいます。地域の皆様とともに当日
は楽しい舞台を作りたいと思いま
すので、たくさんの温かい拍手と応
援をよろしくお願いします。

アートフォルム　橋野浩行氏 工芸品展示

竹澤　茜さん
（アカネバレエスタジオ）

10月27日金 9時～17時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～16時

10月27日金 9時～17時
10月28日土 9時～17時
10月29日日 9時～16時

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

花輪市民センターまつり

地域の皆様に気軽に芸術文化に親しんでいただくため、鹿角市所蔵
の美術品を展示します。この機会に貴重な作品をご鑑賞ください。

日頃、市民センターで活動しているサークルや団体の作品を展示
します。文化ホールでは花輪高校、十和田高校の美術展、こもれび
広場では「まるごとマルシェ」、屋外では産直の新鮮野菜や食堂、
模擬店など盛り沢山です。ぜひご家族そろってお越しください。

“絵手紙は心のキャッチボール”を
キャッチフレーズに小組（サークル）を
はじめて15年。現在小物づくり・布
ぞうりも加わり、月２回の例会は誰と
でも気兼ねなく、みんなで教えあい
和気あいあいと楽しんでいます。

 鹿角市所蔵美術品
「勝平得之版画展と知られざるコレクション」

成田　洋子さん
（絵手紙・小物作り・布ぞうり小組）

メ
イ
ン
展
示

P
R

出
展
者
・
参
加
者
の
声

※市民センターおよび体育場は10月23日月から30日月まで
一部貸し出し休止となります。

問十和田地域づくり協議会 ☎35－3045

※市民センターは10月23日月から10月30日月17時まで全館貸し出し休止
となります。また、期間中は駐車場が一方通行となります。

問花輪地域づくり協議会 ☎23－3351

10月29日日12時開演～16時頃

10月28日土 13時30分～15時頃

芸能発表会

芸術文化事業

（上津野ウインドアンサンブル演奏会）

10月29日日 13時開演
芸 能 発 表 会

11月12日日 13時開演

尾去沢地区芸能
フェスティバル

地区
文化祭
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■ 

大
雨
被
害
と
対
応

　

７
月
22
日
に
発
生
し
た
大
雨
で
は
、

十
和
田
地
区
を
中
心
に
道
路
の
冠
水
や

住
家
の
床
下
浸
水
が
発
生
し
、
法
面
か

ら
の
土
砂
流
入
に
よ
り
市
道
３
路
線
が

一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
ほ
か
、
23
日

は
、
八
幡
平
地
区
を
中
心
に
農
地
な
ど

へ
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
に
応
じ
て
国
の
災
害
復
旧

事
業
や
市
独
自
の
助
成
制
度
に
よ
り
支

援
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
に
努
め
ま

す
。

■ 

か
づ
の
高
校
生
広
報
室
を
設
置

　

市
内
２
高
校
の
高
校
生
10
人
に
広
報

室
員
を
委
嘱
し
、「
か
づ
の
高
校
生
広

報
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

広
報
９
月
号
で
、
特
集
記
事
を
担
当

し
た
ほ
か
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
り

情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
高
校
生
な

ら
で
は
の
自
由
な
視
点
で
、
鹿
角
の
魅

力
や
話
題
を
発
信
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

■ 
映
画
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化

　

俳
優
の
山
田
孝
之
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」

の
ロ
ケ
地
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ロ

ケ
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

実
行
委
員
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

■ 

ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　

８
月
末
時
点
で
、
昨
年
同
期
を
上
回

る
１
３
５
５
件
、
２
１
１
２
万
５
千
円

の
寄
附
申
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
も
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
応
援
い
た

だ
け
る
よ
う
、
返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

充
に
努
め
、
本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

■ 

国
際
交
流
の
推
進

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
に
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

シ
ョ
プ
ロ
ン
市
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
と
の

交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

集
落
支
援
員
が
地
域
活
性
化
を
支
援

　

今
年
度
、
新
た
に
集
落
支
援
員
を
配

置
し
、
会
員
が
50
世
帯
未
満
の
自
治
会

の
「
話
し
合
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
集
落
の
現
状
や
将
来
像
に
つ
い
て

助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

自
治
会
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

出
生
数
の
増
加
を
目
指
し
て

　

７
月
末
ま
で
の
第
１
子
出
生
数
は
26

人
で
、
昨
年
同
期
と
同
じ
水
準
を
維
持

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援

策
の
効
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
、
出
生

数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■ 

農
作
物
の
生
育
状
況

　

桃
は
８
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
「
あ

か
つ
き
」
の
収
穫
と
出
荷
が
終
わ
り
、

主
力
品
種
の
「
川
中
島
白
桃
」
の
出
荷

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
６
月
の
低
温
に

よ
り
、
枝
豆
を
は
じ
め
、
野
菜
全
般
の

生
育
が
遅
れ
気
味
で
す
が
、
安
定
し
た

品
質
と
収
量
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
と
も
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。

・
か
づ
の
高
校
生
広
報
室
員
が
魅
力
を
発
信

・
映
画
の
ロ
ケ
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化

・
夏
祭
り
の
観
光
入
込
数
が
増
加

平成29 年第6 回鹿角市議会定例
会が9 月1日から22 日間の会期
で開かれ、議案や補正予算案な
どが審議されました。初日に行わ
れた市長の行政報告の概要は次
のとおりです。

平成２9年第 6 回定例会

行 政 報 告
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■ 

熊
の
被
害
防
止
に
向
け
て

　

８
月
末
時
点
の
熊
の
目
撃
件
数
は
、

１
７
９
件
で
、
お
と
と
し
の
２
・
５
倍

ほ
ど
に
達
し
て
い
ま
す
。
山
菜
採
り

シ
ー
ズ
ン
前
か
ら
、
十
和
田
高
原
地
区

の
市
道
の
通
行
止
め
や
現
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
、
入
山
自
粛
を
呼
び
か
け

た
ほ
か
、
遭
遇
し
た
場
合
の
対
処
法
な

ど
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
収
穫
期
を
迎
え
る
農
作
物
の

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
連
携
し
て
被
害
防
止
に
努

め
ま
す
。

■ 

夏
祭
り
の
観
光
入
込
数

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
後
、

初
開
催
と
な
っ
た
「
花
輪
ば
や
し
」
は
、

昨
年
よ
り
30
％
増
の
26
万
人
と
な
り
、

過
去
最
高
に
並
ぶ
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。
ま
た
、「
毛
馬
内
盆
踊
り
」
は
、

地
元
児
童
生
徒
や
園
児
ら
も
参
加
し
、

全
体
で
は
約
６
％
増
の
１
万
９
千
人
の

入
込
数
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

台
湾
で
観
光
Ｐ
Ｒ

　

８
月
21
日
か
ら
25
日
の
５
日
間
の
日

程
で
台
湾
を
訪
問
し
、
県
知
事
と
と
も

に
政
府
機
関
や
各
航
空
会
社
な
ど
で
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
市
単
独
で

現
地
の
旅
行
会
社
を
訪
問
し
な
が
ら
、

鹿
角
の
四
季
折
々
の
魅
力
を
売
り
込
み
、

通
年
誘
客
が
可
能
な
観
光
地
で
あ
る
こ

と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■ 

鹿
角
管
内
の
雇
用
情
勢

　

７
月
26
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工

会
と
連
携
し
、
就
職
を
希
望
す
る
鹿
角

管
内
の
高
校
３
年
生
と
地
元
企
業
の
情

報
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
新
規
高
卒
者
の
さ
ら
な
る
市
内
就

職
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■ 

市
産
業
団
地
に
新
規
企
業
誘
致

　

植
物
工
場
を
運
営
す
る
株
式
会
社
バ
イ

テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
鹿
角
が
地
元
農
家
の
参

画
を
得
て
設
立
さ
れ
、
来
年
４
月
の
操
業

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

工
場
の
建
設
場
所
は
、
市
産
業
団
地

用
地
の
東
側
約
３
分
の
１
を
利
用
す
る

こ
と
で
協
議
を
終
え
て
お
り
、
こ
れ
を

契
機
に
、
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

大
湯
環
状
列
石
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
は
持
ち
越
し

　

７
月
31
日
に
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推

薦
候
補
の
選
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
関
係
自
治
体
と
よ
り
一

層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ユ
ネ
ス
コ

へ
の
推
薦
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

５
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
で
は
、
71
・
２
％
の
参
加
率
で
、

対
戦
相
手
の
埼
玉
県
秩
父
市
に
勝
利
す

る
と
と
も
に
、
人
口
規
模
で
分
類
さ
れ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
４
の
32
自
治
体
の
中
で
、

最
も
参
加
率
の
高
か
っ
た
本
市
が
カ
テ

ゴ
リ
ー
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
運
動
不
足
の
解
消
や
健

康
増
進
に
向
け
た
意
識
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
―
０
２
０
３

1 高校生ならではの視点から若い世代に向
けた情報発信が期待されます。

2 過去最高に並ぶ賑わいを見せた花輪ばや
しの駅前パレード。

3 植物工場では、1 日あたり約 2 万株の生産
規模で水耕レタスの栽培が計画されています。

4 チャレンジデーのオープニングイベントで
は、小学生らとともにラジオ体操を行いました。

１

２

３

４
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10 月10 日火は児童手当の支給日です

今回の支給は平成 29 年 6 月分～ 9 月分です。新た
に子どもが誕生された方や他市町村から転入され

た方で未申請の場合には、至急手続きが必要です。申請
が遅れた場合、遡って支給することができませんのでご
注意ください。

問 福祉課 子育て支援班 ☎ 30-0235

受給手続きはお済みですか

花輪北小学校・平元小学校統合校の学区について、
意見交換会を開催します。どなたでも参加できます。

問 総務学事課 学事指導班 ☎ 30-0291

統合校学区検討に係る意見交換会
花輪北小学校・平元小学校

開催日 会場 時間
10月 5 日木 柴平地域活動センター

18 時～
10月16日月 下川原自治会館

10月17日火 乳牛自治会館

10月18日水 高市自治会館

旧老人福祉センター（かくら荘）の解体工事を行いま
す。付近を通行される方は十分ご注意ください。市

日へご来場の際、駐車スペースが満車の場合は、大湯温
泉総合振興プラザ（大湯支所）駐車場をご利用ください。

▶工事期間　10 月下旬～平成 30 年 3 月（予定）

問 財政課 管財地籍班 ☎ 30-0210
　 都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266

公式大会実施に必要な陸上競技場の公認更新のた
め、10 月～ 11月に改修工事を行います。工事期

間中は利用できませんので、ご協力をお願いいたします。
　なお、今回の工事は、（独法）日本スポーツ振興センター
の事業「スポーツ振興くじ助成金」を活用して行います。

問 都市整備課 計画管理班 ☎ 30-0261

ご協力をお願いします

鹿角市総合運動公園

旧かくら荘の解体工事

陸上競技場の改修工事

行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受け、行政サー
ビスに関する苦情や、意見・要望を受け付け、皆

さんと関係機関等との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。

▪「特設行政相談所」を開設します
ので、お気軽にご利用ください。

※行政相談週間に先駆けて、啓発活動を行います。
▶日時　10 月 8 日日 9 時～
▶場所　鹿角市定期市場

問 市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

開催日 場　所 時　間
10 月 27 日金 十和田市民センター

10 時～ 12 時10 月 28 日土 花輪市民センター（コモッセ内）

10 月 29 日日 八幡平市民センター

悩み事はお気軽にご相談ください

10月16日月～22日日 は「行政相談週間」

鹿角の小中学校から代表が出演する「鹿角音楽祭」
を開催します。合唱、スクールバンド演奏のほか、

各校がそれぞれ趣向を凝らして参加します。日ごろの子
どもたちの練習の成果をぜひご鑑賞ください。

▶開催日　11 月 3 日金
▶時間　（合唱・器楽の部）13 時～
　　　　（バンド・ダンスの部）14 時 50 分～
※開場は 30 分前を予定しています。
▶場所　文化の杜交流館コモッセ 文化ホール
▶チケット　各部 200 円（10 月 15 日日から販売開始）
※チケットは、コモッセ（9 時～ 21 時）、各市民センター
（9 時～ 17 時、土日を除く）、小坂町セパーム（9 時
～ 18 時、土日を除く）で販売しています。

※当日はコモッセのみの販売となります。
※未就学児の入場はご遠慮ください。コモッセ内の託児
施設（事前予約が必要）をご利用ください。

問 教育委員会 総務学事課 ☎ 30-0291

第 32 回 鹿角音楽祭

響け！鹿角の里へ

本市を担当する行政相談委員の方々
佐藤 志保子さん（八幡平）　
金 美智子さん（花輪）　
和田 祐二さん（十和田）　
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かづのエネルギーツアー
▶日時　10 月 14 日土 8 時 30 分～ 15 時 30 分
▶集合場所　市役所正面玄関前
▶参加費　1,000 円（昼食代）
▶申込方法　10 月 10 日火までに政策企画課へお申し
込みください。

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205
　 鹿角のエネルギーを考える会
　 E-mail kazuno.energy@gmail.com

地域の発電所を視察します

子どもの心に寄り添う～子どもの心を理解する～

子育て講演会を開催します

出会いを希望される方へ

あきた結婚支援センター 出張センターの開設

県内 3 カ所（大館市、秋田市、横手市）で会員登録
制のマッチング（お見合い）事業や出会いイベン

トの情報提供などを行っている、あきた結婚支援セン
ターの出張センターが本市で開設されます。
　市では入会登録料（10,000 円）の全額助成を実施し
ていますので、ぜひこの機会にご利用ください。

▶内容　会員登録受付、お相手検索、結婚に関する相談
▶申込方法　利用を希望する本人が、開設日の 2 日前
までに電話（☎ 0800-800-0413）で予約してください。

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

開設日 会場 開設時間
10 月 25 日水 交流センター

11時～ 16 時

11 月 5 日日

文化の杜交流館
コモッセ

12 月 6 日水

1 月 13 日土

1 月 21 日日

2 月 14 日水

10月から市民サービス窓口（いとく鹿角ショッピ
ングセンター内）の開設時間を変更します。

▶土日の開設時間　9 時～ 17 時 30 分（平日と同じ時
間帯から 1 時間 30 分早めます）
▶平日の開設時間　10 時 30 分～ 19 時
▶定休日　祝日、年末年始、第 3 日曜日（祝日を休業
日にします）

問 市民課 戸籍年金班 ☎ 30-0221

▶日時　10 月 21 日土 10 時～ 11 時 30 分
▶場所　花輪市民センター講堂（コモッセ内）
▶講師　駒ヶ嶺 裕子 氏（東北スクールソーシャルワー
カー学会理事、北教育事務所在籍）
▶申込方法　10 月 13 日金までに
いきいき健康課へお申し込みください。

問 いきいき健康課 ☎ 30-0119

市民サービス窓口

開設時間が変更になります

将来、本市で医師として働く意思がある方を対象に、
修学資金を貸与します。

▶貸与金額　最大 2,200 万円（条件
により返済免除の場合あり）

▶貸与人数　1 人（希望者多数の場
合は書類選考で優先順位を決定）

▶貸与条件
①将来、本市で医師として働く意思があること
②日本国内の医学部に合格すること
③本市に 3 年以上住民登録があること、または 3 親等

以内の親族が本市に住んでいる、または事業所を経
営していること

▶貸与を希望する人へ
・10 月 20 日金までに「修学資金貸与要望書」を提出

してください。（市ホームページからダウンロードす
るか、いきいき健康課へご連絡ください）

・貸与の決定は医学部に合格後となります。

問 いきいき健康課 ☎ 30-0119

医師を目指す方を応援します

医師修学資金貸与希望者を募集します

平成 30 年度 奨学生を募集します

▶対象　市民の子どもで、高校・高専・大学（短大・専
門学校・大学院含む）に在学する方（または予定のある方）
▶貸与額　高校、高専前期　⇒　月額１万円
　　　　　大学、高専後期　⇒　月額３万円
▶申込期間　10 月 2日月～ 11月 2日木
▶申込方法　教育委員会および各支所備え付けの申込書
にてお申し込みください ※書類審査、面接を行います。

問 教育委員会 総務学事課　☎ 30-0290

意欲のある学生に無利子で貸与します
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熊に注意してください

県内全域に熊出没警報発令中

2017 全国ジュニアサマーノルディックスキー大会 IN 鹿角 兼
（公財）全日本スキー連盟 A 級公認 2017 鹿角サマージャンプ・コンバインド大会

市内でのツキノワグマ目撃件数は例年を大きく上回っ
ており、熊による人身事故も 2 件発生しています。

他市町村でも出没が多発しており、10 月31日まで県内
全域に「ツキノワグマ出没に関する警報」が発令中です。
お出かけの際は熊との遭遇に一層注意してください。

▶ツキノワグマによる事故を防止するために　
　きのこ採りや登山、レジャーなど野外で活動するときは、
どこで熊が出てもおかしくないと思って行動し、熊の出没
情報がある地域への入山は控えてください。
　また、熊による人身事故は、その多くが午前中に発生し
ています。特に早朝の作業の際には周囲の状況に注意し、
できるだけ複数人での行動を心がけてください。

▶人里に熊を近づけないために
　熊を誘引する廃棄作物や生ごみを野外に放置しないよう
にするほか、敷地や道路などの周囲を刈り払うことで見通
しがよくなり、熊が近づきにくい環境を作ることができま
す。集落に熊を寄せ付けず、熊と出会わないようにするた
め、一人ひとりができる対策へのご協力をお願いします。

問 農林課 農地林務班 ☎ 30-0246

　本格的なスキーシーズンの前哨戦となる本大会が今年も
開催されます。地元選手をはじめ、これまで世界で活躍して
いる選手も多数出場する大会です。
来年 2 月に開催される平昌オリン
ピックを間近に控え、国内での戦
いにも注目度が増しています。こ
の機会に足を運んでみませんか。

毎年、遭難する人が後を絶ちません。“毎年山に入って
いるから大丈夫”という油断は厳禁です。次のこと

を心がけて、遭難事故を防ぎましょう。

▪携帯用品
①笛 ②発炎筒 ③防寒具 ④ライター ⑤携帯電話 ⑥常備薬
⑦非常食 ⑧白いタオル（上空から見て最も目立つ色は白色です）

▶もし迷ってしまったら
　必ず誰かが迎えに行きます。動かずに体力を温存し、明
るくなったら見通しの良い高い所で救助を待ちましょう。
防災ヘリ「なまはげ」や県警ヘリ「やまどり」が出動します。

（気が付いたら白いタオルを振って位置を知らせましょう）
　携帯電話から110 番または119 番をすることで、位置
の特定につながります。

問 総務課 危機管理室 ☎ 30-0299

問 スポーツ振興課 ☎ 30-0297

無理をせず安全第一に

きのこ採りの遭難に注意しましょう

 きのこ採り心得　５カ条
① 入山は、家族に場所と帰宅予定時刻を告げてから！
② 入山前に自分の位置を確認し、目標物を定めて !
③ 時間を決め、早めに下山する！
④ 単独行動はできるだけ避ける！
⑤ マナーを守りゴミは必ず持ち帰る！

大会スケジュール 
10 月 14 日土

時 刻 種 目 会 場
ローラースキー競技

10：30 スプリント競技開始 花輪商店街
特設コース

スペシャルジャンプ・コンバインド競技

8：15 スペシャルジャンプ
競技開始 花輪シャンツェ　10 月 14 日土は交通規制が行われます

　▶時間　8 時 30 分～ 16 時 30 分
　▶場所　北都銀行前～六日町・新田町 T 字路間　

10 月 15 日日
時 刻 種 目 会 場

ローラースキー競技

9：00 ディスタンス競技開始 花輪スキー場
ローラースキーコース

スペシャルジャンプ・コンバインド競技

9：00 コンバインドジャンプ
競技開始 花輪シャンツェ

13：30 コンバインドクロス
カントリー競技開始

花輪スキー場
ローラースキーコース

行政インフォメーション
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8
月
29
日
～
31
日
に
鹿
角
市

敬
老
会
が
文
化
の
杜
交
流
館
コ

モ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
、
市
内
75

歳
以
上
の
方
６
５
６
６
人
の
う

ち
１
３
４
１
人
が
参
加
し
、
互

い
に
長
寿
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。

　

児
玉
市
長
は
「
健
康
寿
命
を

何
よ
り
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
健
康
長

寿
表
彰
や
米
寿
祝
い
金
の
贈
呈

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
公
演
で
は
、
保
育
園
児

の
余
興
や
大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
太

鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
笑
顔
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

↑ 保育園児の余興や、大館曲げわっぱ太鼓の演奏に、参加者は歓
声とともにたくさんの拍手を送っていました。

↑ 参加者は日ごろの体力づくりの成果を発揮し、笑顔でコースを走り抜けました。（写真
中央 No,518 の選手は本市出場選手の安保隆二さん）

鹿角市敬老会

長寿をともに
祝いあう

　「かづの元気フェスタ」
が９月17日、市役所周辺
の特設会場で開催されま
した。
　会場には、親子連れ
などおよそ１万人が訪れ、
秋の味覚やイベントを満
喫しました。会場はジャ
ンルごとに８つの広場に
分けられました。
　催し物広場特設ステー
ジでは、毛馬内保育園・

錦木保育園の園児による
遊戯の発表や、民謡・民
舞ショーなどが行われ、
会場を盛り上げました。
　人・もの交流広場で開
かれた模擬上棟式では、
恒例の「菓子まき」が行
われ、来場者は歓声をあ
げながら菓子に手を伸ば
していました。
　このほか、健康広場で
の献血や骨密度測定、食
の広場ではかづの牛の焼
肉コーナーなど、さまざま
な催しに会場は大いに賑
わいました。

かづの元気フェスタ

会場に笑顔
あふれる

　

9
月
10
日
、
本
市
総
合
競
技

場
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
マ

ラ
ソ
ン
競
技
が
、
例
年
体
育
の

日
に
開
催
し
て
い
る
「
か
づ
の

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
と
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
と
と

も
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
）
は
、
60
歳
以
上
の

人
た
ち
の
健
康
づ
く
り
や
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

年
は
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
、
本

市
で
は
マ
ラ
ソ
ン
競
技
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
早
朝
に
激
し
い
雨

が
降
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
い
ざ
競
技
開
始
の
時
間

に
な
る
と
雨
も
や
み
、
選
手
ら

は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
走
り

で
会
場
を
沸
か
せ
、
ま
た
タ
ー

ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
と
と
も

に
笑
顔
で
コ
ー
ス
を
回
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
で
健
康
づ
く
り

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
＆
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン

まちの話題 C I T Y  T O P I C S

↑ 1 錦木保育園児は元気よく太鼓を演奏しました 2 毛馬内保育園
児はかっこいい衣装で踊りを披露しました 3 毎年恒例の菓子まきに
は大勢の人が集まりました 4 けんこう広場ではクイズを楽しむ参加
者で賑わいました。

1 2

3 4
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ホームページで地元企業の PR 動画を公開しています
http://www.city.kazuno.akita.jp/iine/companyvideo.html

魅力あふれる地元企業を紹介

鹿角の企業 いいね！

会社概要

代表から

問 産業活力課 商工振興班 
 　☎ 30-0250

社員から ①わたしの性格  ②わたしの仕事の必需品
③わたしの娯楽（趣味など）

　株式会社 柳沢建設第５回

　大正２年創業、「地域と共に未来を」をモットーに成長
してきた総合建設業の会社です。土木・建築・舗装・産廃
処理・除雪など公共インフラ工事から民間工事、災害対応
まで地域に必要な生活基盤の整
備や生活に密着するさまざまな
構造物をつくっています。若手
社員も多く、「やりがい」「地図
に残る仕事」「達成感」を実感で
き、人のため、社会のために貢
献できる会社を目指しています。

　地域と共に生きる建設技術
集団として「地域の安全・安
心を守る」という使命感と、
災害対応の最前線に立つ危機管理産業とし
て、地域インフラの「まち医者的存在」を
自覚しています。少子高齢化・人口減少の
中、建設業においては担い手の確保と育成
が喫緊の課題です。最新のＩＣＴ導入で生
産性向上を図り、働く人の待遇や現場の安
全性向上を目指します。

代表取締役社長 柳沢 義生さん

◉ 株式会社 柳沢建設
所在地　十和田大湯字川原ノ湯 15-10
設　立　昭和 41 年 4 月
代表者　代表取締役社長 柳沢 義生
連絡先　☎ 37-2129　
ホームページ http://yanagi-k.co.jp

①石橋を叩いても渡らないほどビビりで
すが、仕事では積極的に挑戦していま
す。
②「レベル」と「光波」と「トランシーバー」
は、三種の神器です。
③大相撲中継です。特に稀勢の里対白鵬
の取組は毎場所録画しています。

村木 一
かずむね

心さん

①思い立ったが吉日行動タイプです。行
動すると見えてくることや学ぶことが
多いので、まずは行動しています。
②コンベックスです。サイズや設計寸法
の確認に使用しています。
③神社仏閣巡りと日本酒飲み比べ。鹿角
では、大日堂が素敵で、千歳盛が美味
しいです。 黒澤 佳

よ し こ

子さん

当社が手掛けた葛原バイパスは、今年秋田県優良工事表彰を受賞。

毎年恒例の安全大会では、講話やバーベキューを開催。

昨年の社員旅行は北海道へ。

地元小学校の職場体験の様子
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生涯学習の〝学ぶ〟とみつばちの
〝Bee〟を合わせて名づけられた生
涯学習のマスコットマークです。

まなびぃウィンドウ
みんなで楽しく学ぼう！生涯学習

mascot マナビィ

問教育委員会生涯学習課 ☎30－0292

▪日時　10 月 14 日土 13 時 30 分～
▪内容　父の十

じゅうわん

湾から湖南に宛てた書簡の解読
▪講師　三上 芳子氏
※受講料無料

▪日時　11 月 5 日日 10 時～ 12 時
▪場所　花輪市民センター 講堂（コモッセ内）
▪内容　①小坂高校生徒によるロボット操作披露
　　　　②ものづくり体験
▪対象　市内小・中学生
▪定員　100 人
▪参加費　200 円
▪申込期間　10 月 10 日火 8 時 30 分～（先着順）

問 児童センター ☎ 23-7180
　　　　　　　　　23-7023（FAX 兼）

　市ゆかりの二人の画家の郷土の風景や人物をモチー
フにした油彩画を多数展示します。

▪期間　10 月 1 日日～平成 30 年 3 月 30 日金
▪内容　岩館 知義氏と松岡 隆一氏の油彩画展示

▪日時　10 月 24 日火 15 時～
▪場所　山村開発センター 視聴覚ホール
▪内容　

「瀬川 清子先生と共に旅して」 岡田 照子氏 
「柳田 国男と瀬川 清子」 刀

と ね

根 卓
た く よ

代氏
※入場料無料

　通学児童や生徒を対象に毎月 5 日に声かけ運
動を行っています。

▪日時　10 月 5 日木 
　　　　7 時 15 分～ 8 時
※各地域の通学時間に合わせてご協力ください。

　11 月 3 日金は、先人顕彰館と大湯ストー
ンサークル館の展示ホールを無料開館しま
す。この機会にぜひお越しください。 

問 大湯ストーンサークル館 ☎ 37-3822
　 先人顕彰館 ☎ 35-5250

声かけ運動を実施しています先人顕彰館＆大湯ストーンサークル館
無料開館日

WAIWAI くらぶ「テクノロジーサイエンス」
ディープな話をしようぜ 「ロボット MANIA 全員集合」

先人顕彰館イベント情報

湖南を知る会

先人顕彰館 文化講演会
特別展 「岩館 知義・松岡 隆一  二人展」

～鹿角市ゆかりの二人の画家～

問 先人顕彰館 ☎ 35-5250
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K O K U H O  N O  H I R O B A

国
保

広
場

の

問市民課国保医療班
☎ 30-0222

新
し
い
被
保
険
者
証
は

　
　
　
　

届
き
ま
し
た
か

雇用保険受給資格者証に記載のある離職理由の番号が、11・
12・21・22・23・31・32・33・34である方が対象です。
※雇用保険受給資格者証の上部に、橙色または緑色の線が引
いてある方、および「特」または「高」と表記されている方は
該当しません。
※「雇用保険受給資格者証」につ
いては、ハローワーク鹿角（☎23-
2173）にお尋ねください。

▪
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
証

②
認
め
印

③
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
）

※
社
会
保
険
に
加
入
し
た
後
も
国
保
を

脱
退
す
る
手
続
き
を
せ
ず
、
国
保
の
保

険
証
を
使
用
し
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
保
が
支
払
っ
た
医
療
費
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
と
ほ
か
の
健
康
保

険
の
保
険
料
の
両
方
を
支
払
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
14
日
以
内

に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
対
象
と
な
る
方

　

離
職
時
に
65
歳
未
満
で
、
雇
用
保
険

の
「
特
定
受
給
資
格
者
」
（
会
社
の
倒

産
や
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
ま
た
は

「
特
定
理
由
離
職
者
」
（
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
）
に
該
当
す
る
方

※
詳
し
く
は
上
の
囲
み
を
参
照

▪
対
象
と
な
る
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
そ
の
翌
年
度

末
ま
で
の
期
間

▪
軽
減
の
内
容

　

税
計
算
の
基
と
な
っ
た
給
与
所
得
の

み
を
10
分
の
3
と
し
て
、
税
額
を
計
算

し
ま
す
。

▪
申
請
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
原
本
）

②
認
め
印

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に

国
保
の
被
保
険
者
証
が
届
い
た
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
は
、
10
月
1
日
で
更
新
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
に
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
社
会
保
険
に
加

入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に
手

続
き
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。　

　

次
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、
市
民
課

国
保
医
療
班
ま
た
は
各
支
所
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
の
理

由
に
よ
り
離
職
し
た
た
め
、
職
場
の
健

康
保
険
を
脱
退
し
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
に
は
、
申
請
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま

す
。 非

自
発
的
離
職
者
に
対
し
て

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
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10 月の運動教室

　国保の加入者に限らず、どなたで
も無料で参加できます。参加希望の
方は、市民課国保医療班へ前日まで
電話にてお申し込みください。
※リズム運動教室とゆったりヨガ教
室では託児（無料）が利用できます。
必要な方は 1 週間前までにお申し
込みください。
　11 月に新しい運動教室を開催し
ます。来月の広報をお楽しみに。

▪ストレッチポール教室
（さんさんレディースクラブ）
▶日時　2 日月 10 時～
▶場所　記念スポーツセンター
▶必要なもの　運動ぐつ、水分補給
の飲料

▪ココから体操教室（華美会）
▶日時　13 日金 10 時～
▶場所　十和田市民センター
▶必要なもの　運動ぐつ、汗ふきタ
オル、水分補給の飲料

▪ゆったりヨガ教室
（くびれてみヨーガ）
▶日時　13 日金 10 時～
▶場所　花輪市民センター（コモッセ内）
▶必要なもの　ヨガマットまたは大
判バスタオル、水分補給の飲料

▪浅利ゆみ先生の健康体操教室
（スマイル教室）
▶日時　24 日火 13 時 30 分～
▶場所　交流センター
▶必要なもの　水分補給の飲料

▪リズム運動教室
（ヘルスデザイン）
▶日時　25 日水 10 時～
▶場所　花輪市民センター（コモッセ内）
▶必要なもの　運動ぐつ、水分補給
の飲料

＜標語の部＞

＜写真の部＞

※ 10 月の骨密度測定会＆ナトカリ比測定会　日時：26日木 14時～15時／場所：福祉保健センター

生
き
生
き
鹿
角
市
民

　

こ
く
ほ
標
語
＆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

特定健診は 10月末まで
　年１回の健診で自分の健康状態を知り、生活習慣を見直しましょう。
　受診券の再発行を希望される方は、いきいき健康課（☎30-0119）
までご連絡ください。

・対象者は、国保40～74歳の方、30～39歳で健康診断の機会のない方、
国保以外の保険証の方（後期高齢者医療除く）で受診券をお持ちの方です。
・16日と17日は肺・大腸の検診も同時実施しています。40歳以上の市民の
方が対象です。（保険証の種類は問いません）

日にち 受付時間 場所

10 月 13 日金 18 時～ 19 時

福祉保健センター10 月 16 日月 13 時 30 分～
14 時 30 分

10 月 17 日火 18 時～ 19 時

10 月の集団健診　

表彰 作品 作者

最優秀賞 健診を 重ねて気付く（築く）健康長寿 中原 修（大阪府）

優秀賞
健康は日々の暮らしの積みかさね 逸見 修（新潟県）

だれよりも まずは健診あなたから 川崎 憲治（大阪府）

入賞

健診で 体も心も 生き生きと 友久 健（神奈川県）

健康が 家族の幸せ 掴む鍵 細川 岩男（埼玉県）

さあ健診 長生きしてねと 娘言う 関 真澄（花輪）

おそくない自分を変える時間割 土舘 昇（花輪）

健診は自分自身の通知表 大瀧 節子（栃木県）

表彰 作品名 作者

入賞
運動中 藤田 広志（花輪）

綱引き「ソーレー」 阿部 照芳（八幡平）

　

健
康
に
つ
い
て
考
え
、
日
ご
ろ
の
生

活
習
慣
や
運
動
、
健
診
な
ど
の
受
診
に

つ
い
て
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

な
標
語
お
よ
び
写
真
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
市
内
外
か
ら
標
語
の
部
１
８
１
作

品
、
写
真
の
部
16
作
品
を
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
標
語
の
部
８
作
品
、

写
真
の
部
２
作
品
が
選
ば
れ
、
９
月
17

日
に
か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
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長寿ワールド
生き活き

問長寿支援課 長寿生活班 ☎30－0234

高齢者や介護保険に関する情報をお知らせします

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
一
人
で
も

で
き
、
身
体
機
能
の
維
持
向
上
に

非
常
に
効
果
が
高
い
体
操
で
す
。

　

高
齢
者
自
身
が
指
導
士
と
な
り

体
操
の
普
及
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
、
互
助
の
仕
組
み
で

介
護
予
防
に
つ
な
げ
ら
れ
る
取
り

組
み
で
す
。

　

11
月
に
、
今
年
度
最
後
と
な
る

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受

講
生
（
定
員
30
人
）
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

養
成
講
習
会 

受
講
生
募
集

▪
日
時　

11
月
２
日
木
、６
日
月
、

９
日
木
、
13
日
月
、
16
日
木
、
20

日
月　

10
時
～
16
時

▪
場
所　

交
流
セ
ン
タ
ー

▪
受
講
対
象
者

・
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

・
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

・
受
講
後
、
地
域
で
体
操
普
及
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

▪
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
運
動
で

き
る
服
装
、
内
履
き
、
昼
食
、
飲

み
物

▪
申
込
方
法

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
支
所
に
備
え
付
け
の
「
受

講
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
申
込
締
切　

10
月
16
日
月

問 

鹿
角
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

 

☎
30
―
０
１
０
３

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
考

案
者 

大
田
仁
史
氏 

講
演
会

今月の介護相談
日にち 時間 場所

14 日土
13 時～15 時

けまない福祉コミュニ
ティエリア内どまっこ

28 日土 福祉保健センター
問鹿角市地域包括支援センター ☎ 30-0103

今月の介護保険制度説明会
日にち 時間 場所
20 日金 10 時～11時 福祉保健センター

問長寿支援課 長寿生活班 ☎ 30-0234

日にち 時間 場所 内容 講師

5日木 10 時～12 時 高齢者センター（福祉
プラザ）☎ 23-8480

草木染め
安保 テル子 氏

13日金 13 時 30 分
～ 15 時

尾去沢デイサービスセ
ンター ☎ 23-2770

生きがい活動
支援員

19日木 10 時～ 11時
30 分

大湯温泉保養センター
湯都里 ☎ 37-3188 リズム体操 佐藤 奈津子 氏

今月のいきいき学級
　高齢者の健康づくり・いきがいづくりなど介護予防活動の一環として
開催しています。ぜひご参加ください。申し込みは各会場にお願いします。

7 月の講習会により、13 人の指導士が誕
生しました。現在「ハビリスの会」として、
出前講座や高齢者サロンなどで普及活動に
取り組んでいます。

　

超
高
齢
社
会
を
元
気
に
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
何

を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
茨
城

県
立
健
康
プ
ラ
ザ
の
大
田
氏
に
よ

る
「
日
本
一
の
健
康
長
寿
を
支
え

る
住
民
力
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
実

演
も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▪
日
時

　

10
月
29
日
日 

10
時
～
12
時

▪
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▪
定
員　

１
５
０
人

▪
申
込
方
法

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
申
込
締
切　

10
月
27
日
金

問 
鹿
角
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

 
☎
30
―
０
１
０
３
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けんこう通信
保健情報を毎月お届け 問いきいき健康課 ☎30－0119

Photo Smile

■保健事業カレンダー ※（花）（八）（尾）（十）（大）は、花輪・八幡平・尾去沢・十和田・大湯を指します。

■在宅当番医（あんしん医療連携事業）

秋の狂犬病予防注射 肺がん・大腸がん検診を受けましょう

とき 病院名 とき 病院名

1日日 大 里 医 院
☎ 22 － 1251 16日月 福 永 医 院

☎ 35 － 3117

2日月 福 永 医 院
☎ 35 － 3117 17日火 長 橋 医 院

☎ 23 － 7612

3日火 本 田 医 院
☎ 35 － 3002 18日水 大 里 医 院

☎ 22 － 1251

4日水 長 橋 医 院
☎ 23 － 7612 19日木 本 田 医 院

☎ 35 － 3002

5日木 三 ケ 田 医 院
☎ 31 － 1231 20日金 笹村整 形 外 科

☎ 30 － 0035

6日金 鹿 角中 央 病 院
☎23-4131 21日土 小 坂町 診 療 所

☎29－5500

7日土 大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511 22日日 かづの厚生病院

☎ 23 － 2111

8日日 かづの厚生病院
☎ 23 － 2111 23日月 なかのクリニック

☎ 22 － 7335

9日月 笹村整 形 外 科
☎ 30 － 0035 24日火 大 里 医 院

☎ 22 － 1251

10日火 小 坂町 診 療 所
☎29－5500 25日水 本 田 医 院

☎ 35 － 3002

11日水 大 里 医 院
☎ 22 － 1251 26日木 笹村整 形 外 科

☎ 30 － 0035

12日木 なかのクリニック
☎ 22 － 7335 27日金 大湯リハビリ病院

☎ 37 － 3511

13日金 大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511 28日土 長 橋 医 院

☎ 23 － 7612

14日土 鹿 角中 央 病 院
☎23-4131 29日日 福 永 医 院

☎ 35 － 3117

15日日 小 坂町 診 療 所
☎29－5500 30日月 三 ケ 田 医 院

☎ 31 － 1231

31日火 いけがみクリニック
☎ 30 － 0111

   ※かづの厚生病院の入口は、 
　「救急入口」となります。

とき 内容 対象 受付時間 ところ
2日月 5 歳児すくすく健康相談 保育園などから連絡があります 13 時～13 時 15 分

福祉保健センター
18日水 3 ～ 4 か月児健診 平成 29 年 6 月生（全地区） 13 時～13 時 15 分
19日木 1歳 6 か月児健診 平成 28 年 2 月生（八、尾、花）、3 月生（花） 13 時～13 時 15 分
27日金 3 歳児健診 平成 26 年 6 月生（八、尾、花） 13 時～13 時 15 分
30日月 乳児相談（4～ 5カ月） 平成 29 年 5 月生（全地区） 9 時 45 分～10 時

月曜から土曜は 17 時～ 20 時、日曜祝日は 9 時～ 20 時

当番医はテレフォン病院24（☎0120-959-783）でも確認できます。

乳がんの集団検診（検診車）

地域献血を実施します

　受診希望者はいきいき健康課（☎ 30-0119）まで
ご連絡ください。
▪対象　40 歳以上の女性（2 年に 1 回）
▪料金　50 歳以上：1,000 円
　　　　40 ～ 49 歳：1,600 円（41 歳は無料）
▪内容　女性技師によるマンモグラフィ検査

　検診日程は広報 10 月号と一緒に配布している検診
日程表または市ホームページなどをご確認ください。
また、11 月中旬から電話勧奨を行います。
▪対象　今年度 51 ～ 60 歳になる方で、4 月に大腸
がん検診を申し込んだが、10 月末時点で未受診の方、
または検診申込書が未提出の方

▪日にち　10月29日日
▪場所・時間　
十和田市民センター：9 時～10 時
福祉保健センター南側入口：10 時 30 分～11時 30 分
▪費用　3,250円（新規登録の場合は3,000円別途必要）
※事前にお送りしている案内はがきをお持ちください。

とき 受付時間 ところ
10 月 31日火 ① 9 時 30 分～ 10 時 30 分

② 13 時 30 分～ 14 時 30 分
十和田市民センター

11 月 2 日木
福祉保健センター

11 月 7 日火
① 13 時～ 14 時
② 17 時～ 18 時

11 月 8 日水 ① 9 時 30 分～ 10 時 30 分
② 13 時 30 分～ 14 時 30 分

文化の杜交流館コ
モッセ11 月 9 日木

　地域の人が献血を理解し地域に根付くよう、終日 1
カ所で献血を受け付ける地域献血を実施します。あわせ
て八幡平ポークのレバーを使用した血液改善メニューの
試食やレシピの配布をしますので、ぜひお越しください。
▪日にち　10 月 20 日金
▪受付時間　9 時～ 11 時 10 分
　　　　　　12 時 30 分～ 15 時 40 分
▪場所　花輪市民センター講堂（コモッセ内）
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●人口と世帯（8 月末現在）人口 31,779 人（▲ 40）男性 15,006 人／女性 16,773 人　世帯数 13,113 世帯（▲ 16）

日時：10 月 16 日月 10 時～ 15 時
／場所：鹿角簡易裁判所／内容：民
事、家事
問鹿角調停協会 ☎ 23-2262

　コモッセの事業サポートや、にぎ
わいを創出する活動の説明会です。
ともに活動する仲間を募集していま
す。興味のある方は気軽にご参加く
ださい。
日時：10 月 20 日金 19 時～／場所：
花輪市民センター研修室（コモッセ内）
問みんなで文化交流の杜をつくる会 
☎ 30-1504

　女優の壇蜜さんが鹿角市・小坂町
を訪れる旅番組が放映されます。今
年ゲストとして参加した花輪ばやし
の様子も放映されます。お楽しみに。
放映日：10 月 7 日土／放映時間：（Ｂ
Ｓフジ）6 時～、（秋田テレビ）13 時～
問秋田テレビ 県北総局 
☎ 0186-49-1266

　大湯小学校のブラスバンド部の演
奏や、保育園児、レクダンス同好会
の発表、ハロウィン企画などさまざ
まな催しでお待ちしております。
日時：10 月 21 日土 11 時～（発表
会は 13 時ころ）／場所：大湯温泉
保養センター湯都里
問大湯温泉保養センター湯都里
☎ 37-3188

日時：10 月 14 日土～ 15 日日 9 時
30 分～ 16 時／場所：秋田看護福祉
大学（大館市）
問秋田看護福祉大学事務部学務課
☎ 0186-45-1721

　解雇や雇い止め、いじめや嫌がら
せ、職場環境の悪化など、働く人と
勤め先との間でおきた労働関係のト
ラブルの解決を、専門家があっせん
によりお手伝いします。
　利用は無料で、秘密を厳守します。
お気軽にお問い合わせください。
問秋田県労働委員会事務局
☎ 018-860-3284

　バーベキューと国際料理を囲んで
交流会を開催します。
日時：10 月 15 日日 10 時～ 14 時
／場所：道の駅かづの あんとらあ
／定員：100 人／参加費：1,000 円

（小学生以下 500 円）／申込締切：
10 月 8 日日
問鹿角国際交流協会 ☎ 30-0500

日時：10 月 8 日日 13 時～／場所：
文化の杜交流館コモッセ文化ホー
ル／入場料：1,000 円（高校生以下
500 円）／チケット販売所：コモッ
セほか
問鹿角市芸術文化協会事務局（奈良） 
☎ 22-1543、080-5565-9049

参加費：会員300円、その他600円（1
回）
問鹿角ウインプルスポーツクラブ
☎ 23-5850

場所：十和田市民センター
問十和田スポーツクラブ
☎ 37-2870

日時：10 月 8 日日 10 時～ 15 時／
場所：記念スポーツセンター／
問鹿角ＦＤ同好会（小田島）
☎ 23-4284（ＦＡＸ兼）

秋田看護福祉大学 大学祭

「わがまま気まま旅気分」鹿角・小坂の旅

無料調停相談会

県北フォークダンス集会
鹿角国際交流協会 30 周年記念交流会

■出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：10月4日水、11日水、18日水、
25日水／相談場所：市役所１・２会議
室／開設時間：9 時 30 分～12 時、13
時～15 時30分（受付は15時まで）
問市民課 戸籍年金班 ☎30-0223

■無料総合相談（人権擁護委員・行政
相談委員）
相談日：10月10日火／相談場所：市
役所 相談室 ／受付時間：13 時 30 分
～16時
問市民共動課 共動推進班 ☎30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）
相談日：10月17日火／相談場所：交
流センター ／受付時間：13時 30 分～
15時 30分　＊前日までに予約が必要。
問鹿角市消費生活センター ☎30-0258

■無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：10 月 12 日木／相談場所：
交流センター／受付時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：柏木栄一 弁護士
②相談日：10 月 26 日木／相談場所：
交流センター／受付時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：緑川正樹 弁護士
＊どちらも前日までに予約が必要。
問鹿角市消費生活センター ☎30-0258

今月の相談日程

労働トラブルでお困りの方へ

「湯都里」感謝祭

コモッセサポーター活動説明会

鹿角市芸術文化協会チャリティー芸能祭

十和田スポーツクラブ

教室 開催日 時間 参加費

健康体操
教室

2日月
23日月
30日月

9 時
30 分～

会員
200 円
その他
300 円健康 UP

教室
毎週
木曜日

13 時
30 分～

にこにこ
健康教室

13日金
20日金
27日金

10 時～ 会員
500 円

ウインプルスポーツクラブ

教室 開催日 時間 場所

元気アッ
プ教室

2日月
30日月

10 時～

記念スポー
ツセンター

16日月
23日月

福祉保健セ
ンター

健康教室

5日木
12日木
26日木 10 時

30 分～

福祉保健セ
ンター

19日木 記念スポー
ツセンター

フィット
ネス教室

5日木
12日木
19日木
26日木

19 時～ 記念スポー
ツセンター



みんなの情報広場のコーナーです。
原稿の締切日は発行月の前月８日です。
◎FAX、郵送でもお申し込みできます。政策企画課FAX（30）1122

情報の広場
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※ 10 月31日火は市県民税第 3 期、国民健康保険税第 4 期の納期限です。

　水中眼鏡やバスタオルなど、多く
の忘れ物が残っています。心当たり
のある方は、10 月 31 日火までに連
絡をお願いします。
＊連絡のつかない忘れ物は、11 月
中に処分します。
問スポーツ振興課 ☎ 30-0297

　西山農免道路の一部区間通行止め
について、10 月 31 日火まで延期と
なりますので、引き続き迂回路をご
利用ください。
通行止め区間：尾去沢字土沢～花輪
字小森沢
問鹿角地域振興局 農村整備課
☎ 23-2243 ／農林課 農地林務班
☎ 30-0246

日時：10 月 22 日日 8 時 30 分～受
付／集合場所：中滝ふるさと学舎
／定員：20 人／参加費：2,500 円

（保険料・昼食代込。小学生以下は
1,500 円）／持ち物等：動きやすい
服装、雨具、タオル、軍手、エプロ
ン／申込締切：10 月 15 日日
問ＮＰＯ法人かづのふるさと学舎
☎ 30-4021

日時：10 月 19 日木 13 時 30 分～
15 時／場所：花輪市民センター会
議室（コモッセ内）／内容：戊辰戦
争 150 年にあたり「出陣日記」、尾
去沢鉱山の年中行事の食事
問花輪図書館 ☎ 23-4471

　認知症の早期発見の目安や、認知
症の人のために私たちができること
を学びます。
日時：10 月 7 日土 10 時～ 12 時 40
分（受付 9 時 30 分）／場所：交流
センター／定員：150 人（先着順）
＊事前に電話でお申し込みください
問東恵園地域生活支援センター は
なわまちなかエリア ☎ 22-4080

　事業主の方を対象に消費税の軽減
税率制度に関する説明会を開催しま
す。
日時：10 月 20 日金 13 時 30 分～
15 時／場所：交流センター
問大館税務署 ☎ 0186-42-0671

　県では、豪雨時における土砂崩れ
や落石等の発生による事故防止のた
め、一定の連続雨量を記録した場合
に通行止めを行う制度を開始しまし
た。
・国道 282 号線：小豆沢碇～湯瀬
才田（連続雨量 130㎜超）
・県道田山花輪線：花輪字牛沢～岩
手県境（連続雨量 140㎜超）
問鹿角地域振興局 保全・環境課
☎ 23-2316

　10 月 1 日から、最低賃金が 22 円
引き上げられ、時間額 738 円とな
ります。
問秋田労働局賃金室
☎ 018-883-4266

　国民年金基金は老齢基礎年金の上
積みとして給付を行う公的な年金制
度です。ぜひ加入をご検討ください。
問秋田県国民年金基金
☎ 0120-65-4192

　皇后美智子さまと故・太平正芳氏
の交流秘話などについて、孫の渡邊
満子氏（メディアプロデューサー）
による講演会を開催します。
日時：10 月 14 日土 11 時～ 12 時
30 分／場所：花輪市民センター研
修室（コモッセ内）／定員：50 人
問花輪図書館 ☎ 23-4471

日時：10 月 15 日日 9 時 30 分～ 11
時 30 分／場所：十和田図書館～成
田為三歌碑～こもせ通り～先人顕彰
館～旧立山文庫跡～瀬川清子生家跡
／参加費：100 円
問十和田図書館 ☎ 35-3239

日時：10 月 22 日日 10 時～ 15 時
30 分（開場 9 時 30 分）／場所：文
化の杜交流館コモッセ文化ホール／
入場料：1,000 円
問鹿角民謡保存会（又賀）
☎ 090-8619-5077

　脳を活性化させるための簡単な読
み書きと計算、笑顔でのコミュニケ
ーションで物忘れを予防します。
日時：毎週土曜日 10 時～ 11 時／
期間：10 月 14 日土～平成 30 年 3
月 24 日土／場所：多世代交流スペ
ース まちっこ／教材費：月額 2,400
円
問東恵園地域生活支援センター は
なわまちなかエリア ☎ 22-4080

古文書読み方講座

消費税の軽減税率制度 説明会

「歴史旅」鹿角路ウオーキング
西山農免道路一部通行止めの延期

あたまの生き活き教室

秋田県最低賃金の改正

第 48 回鹿角民謡民舞コンクール

紅葉の滝めぐり＆特製ピザ作り

市民プールに忘れ物はありませんか 皇后美智子さまと祖父太平正芳

国道・県道の事前通行規制制度

国民年金基金

まちっこカフェ講演会
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KIDS&CHILD

※誕生日（1歳～ 3 歳）の思い出に写真を掲載してみませんか。申し込みは政策企画課 （☎30－0205）まで。

kusu2

Park
くすくす・ぱーく

　子育ての悩みを共有してみませんか。子育てが楽
しくなるプログラムです！

◦日時：10 月 3 日火、10 日火、17 日火、24 日火、
11 月 2 日木、7 日火、14 日火 10 時～ 12 時／◦
場所：子ども未来センター

　子育てをしている親にとって大きな支えとなるの
は、相談したり、手助けをしてくれる人が身近にい
ること。あなたのできる方法で、地域の子育てを見
守り、手を差し伸べましょう。

◦日時：10 月 23 日月～ 27 日金、30 日月～
31日火の 7 日間／◦場所：花輪市民センター 研
修室（コモッセ内）／◦対象：講座修了後に子
育てサポーターとして活動したい方／◦参加費：
2,500 円（テキスト代）／◦定員：20 人 ※定
員になり次第締切

　神秘的な深海を通り抜けたら、そこは海賊の恐ろしいすみ
か。勇者よ、集まれ！

◦日時：10 月 15 日日 9 時 30 分～ 15 時／◦場所：児童センター
／◦対象：市内在住の方／◦参加費：50 円
※前日14時～17時に中学生と高校生を対象とした「プレお化け屋敷」
を開催します。カップルでの参加も大歓迎です！

児童センター　お化け屋敷開催
めっちゃ ! 怖～い海賊船
～君は最後まで通り抜けることが出来るか～

問 児童センター☎ 23-7180 ／子ども未来センター（コモッセ内）☎ 30-0855

児童センター
チャレンジ THE スポーツ season6
トランポリンに挑戦！

　面倒な整理整頓も、ほんのちょっとしたコツを
つかめばスッキリ解決！子どもが片付け上手にな
る魔法の言葉がけを教えます！

◦日時：10 月 18 日水 10 時～ 12 時／◦場所：
花輪市民センター 研修室（コモッセ内）／◦講
師：髙村 綾子氏（かたづけの口

く ど ひ び

土日日）／◦対象：
市内子育て中の方（託児は無料です）／◦参加費：
100 円／◦定員：30 人※定員になり次第締切

子ども未来センター　子育てくすくす LIFE
しあわせをよぶかたづけ術

子ども未来センター
ノーバディズ・パーフェクト講座
Syabell しゃべーる

子ども未来センター
子育てサポーター養成講座

　からだがふわっと軽くなる感じ。一度体験したら
止められない。大館郷土博物館で科学にもチャレン
ジしよう！

◦日時：10 月 29 日日 8 時 20 分～ 14 時 30 分
／◦場所：大館市釈迦内トランポリン練習場／◦講
師：大館トランポリン協会の皆さん／◦対象：市内
小・中学生／◦参加費：200 円／◦定員：40 人 
※定員になり次第締切／◦申込：10 月 2 日月～

Cafe の日

児童センター　　　　10 月 4 日水
子ども未来センター　10 月 5 日木

田
た な か

中 莉
り お な

桜菜ちゃん❸歳
平成26 年10月 9日生／十和田
父 勇也さん・母 あゆみさん

ピンク色とプリキュアと納豆
が大好き♡
2つ上のお兄ちゃんと毎日ケン
カしていますが、本当は仲良
しです（笑）
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LEGAL 法の広場

COMMUNITY コミュニティ助成事業

法テラス鹿角

問 法テラス鹿角 ☎0503383ー1416

問 市民共動課 共動推進班 ☎30ー0202

所在地
花輪字下花輪 50 番地
福祉保健センター内（２Ｆ）
電話番号
0503383-1416
相談受付時間
9 時～ 17 時 30 分
※要予約

法
テ
ラ
ス
の
ご
利
用
方
法

　

今
回
は
、
法
テ
ラ
ス
に
お
け
る
相
談

に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
ま
す
。

　

法
テ
ラ
ス
鹿
角
法
律
事
務
所
で
法
律

相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

電
話
な
ど
で
予
約
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

予
約
を
頂
か
な
い
と
迅
速
な
対
応
が
出

来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

予
約
申
込
の
際
は
、
担
当
者
か
ら
、

ご
自
身
や
配
偶
者
の
収
入
や
貯
金
な
ど

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
無

料
で
法
律
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
の
条
件
を
確
認
す
る
も
の

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
で
法
律
相
談
を
受
け
ら
れ
る
条
件

を
満
た
さ
な
い
方
か
ら
は
、
法
律
相
談

料
と
し
て
、30
分
で
５
４
０
０
円
（
税
込
）

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
無
料
法
律
相
談
と
は
異

な
り
、
一
律
無
料
の
法
律
相
談
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

法
人
（
会
社
）
に
関
す
る
相
談
と
刑
事

事
件
に
関
す
る
相
談
は
、
資
力
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
有
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
事
務
所
の
開
所
時
間
は
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

で
す
。
こ
の
時
間
帯
で
の
相
談
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
土
日
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
は
開
所
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

法
テ
ラ
ス
鹿
角
法
律
事
務
所
は
、
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
あ
り
ま
す
。

ご
来
所
頂
き
ま
し
た
ら
、
係
員
が
相
談

室
に
ご
案
内
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
相
談

の
申
込
書
を
ご
記
入
頂
き
ま
す
。
有
料

の
場
合
は
、
こ
の
際
に
相
談
料
を
頂
き

ま
す
の
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

相
談
に
来
ら
れ
る
際
は
、
貸
金
の
明

細
書
や
契
約
書
、
相
続
関
係
を
書
い
た

図
な
ど
、
関
係
す
る
資
料
が
あ
る
と
ス

ム
ー
ズ
で
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

久
保
田
自
治
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
や
エ

ア
コ
ン
、
除
雪
機
等
の
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
備
品
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
自
治
会
員
同
士
が
交
流
す

る
各
種
行
事
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

早
速
、
市
民
運
動
会
の
反
省
会
で

使
用
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
喜
ば
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
各
自
治
会
の
さ
ら
な
る
発

展
と
活
性
化
に
向
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
一
般
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
」
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地

域
の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業

で
す
。

尾崎 剛史 弁護士
Takeshi Ozaki

宝
く
じ
助
成
で
備
品
の
購
入

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

整
備
し
た
備
品

エ
ア
コ
ン

除
雪
機

テ
レ
ビ

ス
ク
リ
ー
ン
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Local food 鹿角産品をおいしく食べよう

問花輪図書館（コモッセ内）☎23－4471／十和田図書館☎35－3239

問産業活力課 観光交流班
☎30-0248

紅葉を眺めて読む。
今月の新刊。 　飯場とは、建設現場などに置かれた宿泊施設のこと。そ

こでの暮らしと仕事のありようを、著者の飯場体験に基づ
き記した記録本。（十和田）

渡辺 拓也　著（洛北出版）
飯場へ

　日本初のシニアチアダンスチームの現役リーダーが語る、
自身の半生と人生を楽しく生きるためのヒント。同年代の
人にこそ読んでほしい一冊。（十和田）

滝野 文恵　著（扶桑社）
85 歳のチアリーダー

小学生でもわかる お金にまつわるそもそも辞典
吹田 朝子／合田 菜実子／水野 圭子／峯村 創一　著

（シーアンドアール研究所）
　誰でもお金と無関係に生きていくことはできません。正
しい知識を身につけ、お金について深く考えるきっかけに
なる一冊。親子で読むのもおすすめです。（花輪）

　実りの秋、味覚の秋、食欲の秋… 食べ物が美味しい季節にな
りました。新米と一緒に鹿角産の農作物を存分に味わいましょう。
　お米に合う食べ物といえば、なんといってもお肉ですね。市内
には美味しいかづの牛や八幡平ポークを食べられる飲食店や精
肉・加工品の販売店がたくさんありますので、ぜひご利用ください。

　市では、地元鹿角の食材を積極的に使用している事業者の皆様
を応援するため、「かづの産食ショップ」認証店を募集しています。
鹿角の食を盛り上げるため、ぜひご応募ください。
　現在認証している 27 事業所は市ホームページで確認できます。

認証店には、次の特典があります
①店頭でのＰＲに最適な認証プレートやのぼり旗を無償貸与します。
②事業所の取り組みを、市ホームページや広報で情報発信します。
③特製パンフレットを作成し、ＰＲします。

東京のきつねが大阪でたぬきにばける
誤解されやすい方言小辞典
篠崎 晃一　著（三省堂）
　地域によって違う意味を持つ、ややこしい方言を丁寧
に解説。「足ながめれ」と言われて、他人の足をじろじ
ろ眺めてはいけません。（花輪）

10月・11月は地産地消強調月間です

○末広コース　　10 月 3 日火・17 日火・31 日火
○大湯コース　　10 月 5 日木・19 日木
○草木コース　　10 月 6 日金・20 日金
○八幡平コース　10 月 9 日月・24 日火
○花輪コース　　10 月 12 日木・26 日木
○尾去沢コース　10 月 13 日金・27 日金

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

※貸出場所・時間については、十和田図書館までお問い合わ
せください。

※募集要項、申請様式は市ホームページからダウンロードまたは産業活力課窓口に設置しています。お気軽にご相談ください。
※ＱＲコードから市ホームページへアクセスできます。

「かづの産食ショップ」認証店大募集中
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ECO&LIFE 応援！快適生活CALENDAR 10月の行事

10 月 1 日日～ 11 月 10 日金は
稲わら・もみ殻燃焼禁止期間

　稲刈りが最盛期を迎えるこの時期は、放射冷
却などにより煙が上空に拡散しにくく、周辺の
環境に影響が出やすくなる時期です。県条例で
はこの時期の稲わらなどの燃焼行為を全面的に
禁止しています。

 

　稲わら焼きなどの煙による視界不良は、一般
道や高速道路で、重大な交通事故や交通障害を
引き起こす原因となります。

　稲わら焼きで発生する煙は、目やのどの痛み、
ぜんそくなどの健康被害の原因にもなります。
 

　稲わらを燃焼させた際に発生する特有の刺激
臭による、周辺住民とのトラブルが増えていま
す。禁止期間以外に燃焼行為をする場合でも、
周辺住民の迷惑にならないよう、配慮が必要で
す。
　また、燃焼行為をする場合は、事前に消防署
へ「火災とまぎらわしい行為の届出」が必要で
す。詳しくは消防署へお問い合わせください。

【稲わら焼きなどについて】
問 市民共動課　環境生活班　 ☎ 30-0224

【火災とまぎらわしい行為の届出について】
問 鹿角広域行政組合消防本部　☎ 23-4975

1 日
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月

10 火 無料総合相談　13 時 30 分～・市役所相談室▶ P18

11 水
12 木 無料弁護士相談　13 時 30 分～・交流センター▶ P18

13 金
14 土
15 日
16 月
17 火 無料相続・登記相談　13 時 30 分～・交流センター▶P18

18 水
19 木
20 金
21 土
22 日
23 月
24 火
25 水 リズム運動教室　10 時～・コモッセ▶ P15

26 木 無料弁護士相談　13 時 30 分～・交流センター▶ P18

27 金
28 土
29 日
30 月
31 火

2017 全国ジュニアサマーノルディック大
会 IN 鹿角兼（公財）全国スキー連盟 A 級
公認 2017 鹿角サマージャンプ・コンバ
インド大会（13 日～ 15 日）▶ P10

ココから体操教室　10 時～・十和田市民セン
ター▶ P15
ゆったりヨガ教室　10 時～・コモッセ▶ P15

浅利ゆみ先生の健康体操教室　13 時 30 分～・
交流センター▶ P15

地区文化祭（27 日～ 29 日）
▶ P4・5

ストレッチポール教室　10 時～・記念スポーツセ
ンター▶ P15

事故の原因になります

健康被害の原因になります

周辺の生活環境に配慮してください
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